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私たちは，1977 年 4 月，法学部法律学科において第一期の学生を受け入
れ，2017 年 4 月に 40 年を迎えたばかりですが，この度の新たな研究科開設
前に，かつて法学研究科修士課程を開設していました。同修士課程が産声を




さらに，2004 年 4 月より法務研究科が開設され，これまでに，多くの法
曹が誕生していきました。2019 年 4 月から法学研究科博士前期課程，博士
後期課程の 2つの課程を開設したことにより，私たちは，法学部，法務研究
科，法学研究科という 3 つの柱を持つこととなります。1977 年 4 月の当初
は，専任教員 14 名という小規模スタッフにより法学部が始まりましたが，
その後，法務研究科の開設により法律学を専門とするスタッフの数も 30 名
以上に増え，今日を迎えています。
私たちは，まだまだ小規模ではありますが，このように着実に実績を蓄
え，本学法律学の教育・研究の特色を維持しながら，歩んでまいりました。
今後も，法律学の本質に真摯に向き合うとともに，時代の要請に応じるべき
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使命を本研究科が担っていることを自覚し，その高い目標を実現すべく，そ
の責任を全うし続けていきたいと考えています。また，本誌『南山法学』
は，本号により 43 年の歳月を経たことになります。新たな法学研究科の開
設を契機にして，創造的「知」の発信の場として，さらなる飛躍を図ってい
きたいと考えています。
